
高次脳機能障害支援研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高次脳機能障害の原因の 8割以上を脳血管障害が占めています。支援している方の中に「忘れっ

ぽい」「怒りっぽくなった」という症状がみられる方はいらっしゃいませんか？ 

今回は脳血管障害に伴う高次脳機能障害に着目し、症状と対応、認知症との違い、医療と地域の

連携などについてご講演いただきます。 

■主 催 ／ 長崎県高次脳機能障害支援センター 

■後 援 ／（一社）長崎県医師会・長崎県医療ソーシャルワーカー協会・（一社）長崎県言語聴覚士会・ 

（一社）長崎県作業療法士会・（一社）長崎県社会福祉士会・長崎県精神保健福祉士協会・ 

長崎県相談支援専門員協会・（公社）長崎県理学療法士協会・長崎県臨床心理士会 

■日 時：令和 5年1 月26 日（木）18:00～20:00 

■内 容： 

①講演「（仮）高次脳機能障害への理解を深める」 

～脳血管障害に伴う高次脳機能障害に着目して～ 

講師：山口県立こころの医療センター 院長 兼行 浩史先生 

  ②グループディスカッション 

■対 象：高次脳機能障害者の支援等に携わる者（医療、介護、福祉、行政関係者等）  

■開催方法：オンライン（Cisco Webex Meetings を使用） 

■申込方法：詳細は裏面をご参照ください。 

■参加費：無料 

令和 

４ 
年度 

講師 兼行浩史先生 のご紹介 

 
【ご略歴】 

・昭和 62年 広島大学医学部卒業 

・平成 4年 山口大学大学院修了 

・平成 8～9年 ブリティッシュ・コロンビア大学（バンクーバー）神経科学部門 留学 

・平成 11年～14年 山口大学医学部精神科神経科 講師 

・平成 14年～18年 山口県立総合医療センター神経科 診療部長 

【現在の研究や活動状況等】 

老年精神医学、司法精神医学、精神科救急、精神薬理学、山口県高次脳機能障害支援センター長 

 

平成 18年 4月～ 現職 

 

 



① ＱＲコード、ＵＲＬ 

② Eメール、FAX 

令和４年度 高次脳機能障害支援研修会 参加申込書 

 

下記のいずれかでお申し込みください。 

 

  

   

下記 URLをクリックするか、右記ＱＲコードを読み込むと申込フォームが表示されます。 

必要事項を明記し申し込んでください。 

URL http://eap.pref.nagasaki.lg.jp/kv2/?42000F00006723LsA   

 

  

 メールアドレス：yumi-otao@pref.nagasaki.lg.jp 

 FAX番号：095-844-1849（精神保健福祉課 太田尾行） 

下記に必要事項を明記し申し込んでください。 

氏 名  

所 属  

所属住所  

連 絡 先  

職 種  

メールアドレス 

 

 

 

 

※同じメールアドレスで申し込みの場合でも、必ず１人ずつお申込みください。 

※キャリアメール（docomo、softbank、ezweb など）の場合、送信エラーになる事態が発生

しております。Webメール（Gmail、Yahoo!メールなど）の登録を推奨いたします。 

事前質問 

（講師に事前に質問したいことや聞きたいことがある方はご記入ください） 

 

 

 

 

 

〆切 

1/6(金) 

お問い合わせ 

長崎県高次脳機能障害支援センター 

（長崎こども・女性・障害者支援センター） 

（住所）長崎市橋口町 10-22 （電話）095-844-5515 

http://eap.pref.nagasaki.lg.jp/kv2/?42000F00006723LsA
mailto:yumi-otao@pref.nagasaki.lg.jp

